
【取組内容】 研修会もクラウド利用で業務改善

瀬戸内町立諸鈍小学校（鹿児島）【指定校】
及び町内全小中学校【協力校】

様式Ⅰ-4

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

１ 授業を視聴する
〇 事前に授業観察用資料を読み，割り当
てられた児童の動画（YouTube）を視聴する。

〇 子どもが言ったことの事実，教師が言
ったことや行ったことの事実，学習課題
や活動内容の事実を書き出す。

２ 観察記録を確認する（以降，Meetでの話合い）
① 事前の記録をもとにデジタルホワイトボードソフト上の付箋に入力し，時系列

順に並べる。
② 子供の姿や教師の姿，授業の流れについて情報を共有する。

３ 付箋整理し，分析する
① 青の付箋（子供の姿）が，目指す児童の姿に迫れていたら「〇」，迫れていな
かったら「△」を書き込む。

② 子供の姿（〇）(△）を共有し，類型化
し，類型化したものに名前をつける。

４ これからのことを皆で考える
〇 課題を解決するために，学校全体と
して「短期的にできること」「長期的に
取り組むこと」の提言を考える。

５ 分科会ごとに発表し，共有する
【研修会の特設サイト】

<研修会を実施して>
• 繰り返し児童の様子を見られたのはよかった。一つの授業の様子を複数のカメラで捉えており，今までのオンライン開催の授業より分
かりやすかった。

• 何と言っているのか声が聴きづらく，表情も読み取りにくかったが，子どもの学びの様子をじっくり見ることができた。機材で解決で
きる部分もあると感じる。

• 参加者が一校に集まる「移動時間」と「旅費」，及び「印刷費」のカット，さらに当日の協議時間の増加並びに参加者のオンライン研
修経験の機会そのものの創出という点で有効であった。移動コストのかかるへき地や島嶼部ほど効果が大きい印象である。

• チャットで，教育委員会や各学校の校長をはじめ，関係の先生方に随時進捗状況を見てもらえることで，計画・運営がしやすかった。
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